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第 8 章では、側方流動の 2 次元解析手法を提案し、その解析手法によって地中変位の実測結果をよくシミュレート
できることを示している。
















によって、その損傷過程を明らかにするとともに、 2 次元および 3 次元の被災シミュレーションを行うことによ
って、解析的にも確認している。
以上のように、本論文は、地震時に地盤変状をうける道路橋杭基礎の損傷調査手法を確立し、その損傷実態および
損傷過程を解明するなど、その耐震設計を考える上できわめて有用な知見を得ることにより、道路橋示方書の改訂に
大きく貢献したものであり、地盤基礎工学および土木工学の進歩に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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